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 2 月 13 日、木曜日。下の写真は体育館前の梅の木の様子です。 

     
この俳句は、松尾芭蕉の弟子である服部嵐雪が読んだ句です。 

この句の解釈には次の二通りがあるそうです。 

どちらにしても、ゆっくりと着実に春が近づいているのですね。 

忍び寄る 

春の足音  

     うれしいな 
 

      
 

 


